
 

 

 

 

  

 

『恐れることはない。わたしは あなたと 共にいる神。』イザヤ 41：10 

今、世界中の人々が新型コロナウイルスの脅威にさらされています。私たちは先が見えない不安を抱え、どうして

よいのかわからず暗闇の中にいるような感じがしています。いつこの暗闇から抜け出せるのか、まだ誰にもわかって

いませんが、神さまはきっと全てをご存知です。私たちは、愛する方を亡くされた方や苦しみの中にいる方のことを

おぼえ、神さまからの慰めと励ましがありますようにと心からお祈りいたします。今できる最善を尽くしてこの試練

を乗り越えていきましょう。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖 句： 神は愛です。 （ヨハネの手紙Ⅰ 4 章 16 節）4月の聖書のみことばです。年長組は暗唱します。 

        父と母を敬いなさい。(エフェソの信徒への手紙 6 章 2 節）5月の聖書のみことばです。 

保育目標： 4 月                5 月 
０歳児 ・心地よい環境の中で安心して過ごす。  ・居心地の良い環境の中で保育者と安心して過ごす。 
１歳児 ・安心して保育者と一緒に遊ぶ。     ・安心して保育者と好きなものを見つけて遊ぶ。 
２歳児 ・保育者やお友達と好きな遊びを見つける。・保育者やお友達と好きな遊びをする。 
３歳児 ・よろこんで登園する。         ・いろいろな遊びを楽しむ。 
４歳児 ・よろこんで登園する。         ・先生や友達と親しみ遊ぶ。 

・自分のやりたいことを見つけて遊ぶ。  ・家の人に守られ育ってきたことを神様に感謝する。 
５歳児 ・進級したことを喜び新しい環境に慣れる。・友達の輪を広げて遊ぶ。 

・友達と遊びを楽しむ。         ・家の人に守られ育ってきたことを神様に感謝する。 

２０２０年 ４・５月号 関東学院六浦こども園 

みずからのために道しるべを置きみずからのために標柱をたてよ （エレミヤ３１：２１） 

人になれ 奉仕せよ 

皆さん、ご入園 ご進級 おめでとうございます。 

今年度より六浦こども園の園長をさせていただきます、鈴木直江です。どうぞよろしくお願い致します。 

季節は春。こども園のエントランスや庭には、子どもたちが植えたチューリップが赤や黄色、白と色鮮やかに

咲いて子どもたちが園にやってくるのを今か今かと待っています。私たちも、子どもたちや保護者の方々に一日

も早くお会いできますようにと心から願っています。                          

園生活が始まると、子どもたちはいったいどんな姿を見せてくれるのでしょうか。元気よく登園してくる姿や

保護者の方と涙のお別れをする姿もあるでしょう。初めてお家から離れて生活する人は、特に期待(ワクワク)と

不安(ドキドキ)に揺れ動いていると思います。園で出会う事柄が全て新鮮(進級児も同じなのでは･･･)で、子ども

たちは出会いを通して、一つ一つの事を自分の中に収めていくのではないかと思います。私たちは、子どもたち

の柔らかな心を受けとめて安心して園で過ごせることを第一に考え、子どもたちにとって『うれしい大人』にな

りたいと思います。それは子どもたちが困った時に助け、迷った時にそばにいて一緒に考え、笑ったり泣いたり

を共にして『この人がいてくれて良かった』と子どもたちが感じるような存在です。私たちは、そのような存在

になれるように心を尽くしてまいります。また、保護者の方々にとっても『うれしい隣人』になりたいと思いま

す。お子さんのことで困ったり迷ったりした時、そばにいて一緒に考え悩むことができたら私たちも嬉しいです。

何かありましたら、声をかけてお話ください。 

皆さまと出会わせてくださったことを神さまに心から感謝すると共に、これから始まる園生活が、子どもたち

や保護者の方々、保育者、こども園に連なる方たちにとって良いものとなるように神さまに祈り求めていきたい

と思っております。もうすぐ、こども園の生活が始まります！ 

こども園園長 鈴木 直江  


